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1．はじめに 

本研究では、インターネット依存傾向形成要因に関す

る知見を手がかりに、スマートフォン依存傾向の構成

要素と退屈感および対人関係の関連について検討した。

今の時代スマホを持っている人がほとんどで、授業中

などにもいじる人が多いため、スマホ依存についての

論文を選んだ。 

2．問題と目的 

スマホの普及により、ネットはより便利で手軽となり、

日常生活から切り離しがたいものとなっているが、そ

の手軽さ故に、ネット使用の制御が困難となっている

ことも問題として挙げられるようになり、ネット依存

の問題はさらに深刻化していくと考えられる。 

3．方法 

A 大学および B 大学の講義を担当する教員に無記名の

自己記入式質問紙調査を依頼し承諾を得られた授業に

出席していた大学生及び大学院生 382 名から質問紙を

回収した。スマホ利用者 371 名を対象とし、未回答者

を除く 342 名（男性 106 名、女性 236 名）を分析対

象者とした。 

 

4．結果 

退屈傾向尺度、対象関係尺度、スマホ依存傾向尺度、各

変数の相関を使って分析していた。主に実害と考えら

れる日常生活への影響はスマホをいじれない欲求不満

や事故コントロールなどが.40 以上の有意な相関を示

した。 

 

 

5．考察 

 現代の若者にとって，仮想的空間は適度な対人距離

を保つことのできる重要な空間であり、スマホ使用の

メリットとなっていることから、従来とは違う意味を

持っていると考えられる。また精神的健康に影響を与

えると言われている。 

 

6．おわりに 

今ではほとんどの人がスマホを持っている。その中で

依存しすぎると健康に悪く、影響があることが分かっ

た。便利だが使う時間を減らした方がいいのかなと感

じた。 
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